
　◆事務事業の概要◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

指標

指標

◆事務事業を構成する細事業の評価◆

3

洋県他交流事業

Ｂ Ｂ Ｂ

H26に締結した協定書に基づき、今後学校教育分野等での交流を検討す
る。

2

入間市交流事業

Ａ Ｂ Ｂ

来年度姉妹都市締結30周年を迎えるにあたり、今後の交流内容などについ
て綿密な打ち合わせを行う。

1

国分寺市交流事業

Ａ Ｃ Ｂ

通年での特産品販売の体制がとられていないため、物産交流の推進を図
る。
国分寺市議会の議員が、全員が任期中に最低1回佐渡を訪問するという意
向であるため、受入体制を整える。

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

0

一般財源 10,838 5,005 5,714

地方債 0 2,847 5,700

その他 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0 1,614 2,119

県支出金 0

事業費の合計（千円） 10,838 9,466 13,533

0 0

減額

- - - - - - 事業 維持
3

洋県他交流事業 3,228 876 3,389 予算

参加者数 人 367 700 562 700 事業 維持

700 事業 維持

2
入間市交流事業 4,393 4,699 5,523 予算 維持

予算 維持

目標（成果）指標名 単位

参加者数 人 531 700 321

重点
細事
業事業の方向性

1
国分寺市交流事業 3,217 3,891 4,621

枝
番

細事業名
H25

決算額
H26

決算額
H27当初
予算額

H28以降の
予算の方向性

H25実績値 目標値 実績値 H27目標値

1400 1400 1400
-

実績値

交流人口
人 898 1400 883

目標（成果）指標名
単位

25年度
実績値

26年度（評価年度） 27年度
目標値

28年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値

対象 市民、姉妹都市民

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

交流相手や目的などターゲットを明確化し、圧倒的経済規模を誇る首都圏の姉妹都市に対して自然や文化、食などを積
極的に提供し、佐渡島の強みを活かした交流を促進することにより、島内産品の販路拡大と交流人口の拡大を図る。

Do

H27施政方針 １．人口減少対策　（5）産業の振興　② ３資産と観光振興 H27：重点●政策○ -

事業
概要

　姉妹都市である埼玉県入間市と東京都国分寺市とイベントや子ども交流等を行い、海が無い両市に向けて海産物等佐
渡産品の紹介や観光ＰＲを実施。
【入間市】
　文化・イベント交流(鬼太鼓どっとこむに伝統芸能団体受入、入間万燈まつりへ伝統芸能団体、物産団体等を派遣）
　青少年交流（サマーキャンプを受入）
　スポーツ交流（佐渡市バレーボール協会派遣、バドミントン団体を受入、入間市駅伝競走大会参加団体へ補助）
　教育交流事業(両市で小中学生の絵画展開催）、物産交流事業ほか
【国分寺市】
　文化・イベント交流(国分寺まつりへ伝統芸能団体、物産団体等を派遣、H26武蔵国分寺薪能へ能、狂言団体派遣）
　青少年交流（ジュニアサマーを受入）
　物産交流事業ほか
【中国洋県】
　国際友好都市として中国洋県と協定を結び、トキ及び農業に関して両市間で相互訪問交流を実施。
　　25年度　佐渡市から訪問団を派遣（行政関係者3名、民間2人）
　　26年度　洋県から訪問団受入

将来ビジョン ２．観光等交流人口の拡大　(2)交流人口の拡大 H25：重点●政策○ -
H26施政方針 １．人口減少対策　　（5）観光等交流人口の拡大　 H26：重点●政策○ -

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

無し
例規
等

佐渡市姉妹都市等交流事業補助金交付要綱

0809

事務事業名 姉妹都市等交流事業 開始年度 昭和61 終了年度 未定

平成27年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成26年度実績） 担当課 08地域振興課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 3200 事務事業コード



評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 減額

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

物産交流について、入間市では市役所売店での特産品販売や通信販売での入間市民に対する割
引等進展しているが、国分寺市においては通年での佐渡産品の販売体制等が整っていないため、
今後物産交流を進めていく必要がある。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆


